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1.　はじめに

この度は優秀萌芽研究賞に選出していただき，誠
にありがとうございます．大変光栄に存じます．年
次大会ではさまざまな観点からのご質問やコメント
をいただき，多くの刺激と気づきを得ることができ
ました．年次大会の運営に携わってくださった学会
関係の皆様のおかげで，このような機会を得ること
ができました．この場を借りて厚く御礼申し上げま
す．筆者を代表し，本稿は野中の立場で執筆いたし
ます．

2.　研究概要

この研究は，DX（デジタルトランスフォーメー
ション）の取り組みは企業の財務成果に結び付く
のか？という素朴な問いに答えようとしたもので
す．同じような問いは，古くから「IT投資が行わ
れても生産性の向上はみられない」というソロー・
パラドクス（Solow, 1987）について議論がなされ
てきました．DXの文脈においても，ROE（自己資
本利益率）が向上するというものもあれば（Peng 
and Tao, 2022），そうでないとするものもあります
（Guo et al., 2023）．このような議論があるものの，
国内企業を対象とした同様の実証分析は，筆者が知
る限り十分に行われているとは言えません．そこ
で，情報処理推進機構（IPA）が集めたDX推進指
標（経済産業省，2019）の自己診断結果を用いて
分析を試みたのが本研究です．結論としては，DX
先行企業は非先行企業に比べて高いROEを達成で
きていること，特に卸売業・小売業においてその傾
向が見られることを示しました．

3.　この研究に至る経緯と現在の状況

この取り組みは，IPAが発行する「DX推進指標
自己診断結果分析レポート」（情報処理推進機構，
2024）に筆者が外部協力者として 2020年頃から関
わり始めたことに端を発します．分析レポートの完
成度を高めるためにコメントをしつつ，分析レポー
トとは異なる観点からの分析結果を学会で発表した
りしてきました（野中，2020）．ただし，それらの
取り組みはDX推進指標の自己診断結果に閉じたも
のであり，ROEなどの財務指標と紐付けた分析は
なされていませんでした．
しかし，2023年版の分析レポートを IPAが発行
するにあたり，DX推進指標の自己診断結果と財務
指標を結び付けた分析を試行することになりまし
た．2023年版の分析レポートには，DX推進指標
と売上高，営業利益，売上高営業利益率，および
ROEとの関係を探索的に分析した結果を示してい
ますので，ご興味があればぜひご参照ください．そ
して，分析レポートには含めないものの，学会など
の場で発表する価値があり得ると考えられるものを
切り出した結果が今回の受賞につながりました．
分析レポートは読者層が幅広いことから，わかり
やすさが重視されます．そのため，たとえ正当な分
析手法であっても，読者から見て複雑で難解に感じ
られる分析手法を適用することは好ましくないと考
えています．一方で，研究論文や学会発表において
は，ときには複雑で難解に感じられる分析手法も織
り交ぜながら，学術的にも実務的にも有用な仮説を
検証するといった取り組みが求められます．ただ
し，分析レポートと学術研究を別のものとして扱う
のではなく，相互作用を意識しながら引き続き取り
組んでまいりたいと考えています．その際，気をつ
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けなければならないのが，DX推進指標の自己診断
結果というデータを起点にした近視眼的な研究課題
の設定にならないよう留意することです．折に触れ
て，今後も学会の場で発表したいと考えております
ので，引き続き忌憚のないご意見をいただければ幸
いです．今後ともどうぞよろしくお願いいたしま
す．
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